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・　厚さ：　　　　mm　　

・　コンクリート強度　Ｆc＝　１５　N/m㎡ 以上
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　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　）使用部位：(　　　　　)

３．その他特記事項は、（　）内に記載する。

００　特記仕様書の取扱いについて

０１　一般共通事項

１　適用範囲

２　疑義 

３　優先順位

　１．現場説明事項（質疑応答書を含む）

　２．特記仕様書

　３．各設計図

４　材料試験

・　本工事の設計図書等の優先順位は、下記による。

０２　仮設工事

１．仮囲い

・　高さ：　・　1.5Ｍ　　・　1.8Ｍ　　・　３Ｍ以上　

・　仕上：　・　仕上なし　　・　ペイント仕上　

・　意匠：

２．細目は、○印をつけたものを適用する。

１．項目は、項目番号に、○印をつけたものを適用する。

・　本特記仕様書は、各共通仕様書及び補足事項に記載なき事項を特記するものであり、

　各工事において、他の工事との関連ある事項は、各々該当の記載事項を参照する。

・　本工事の設計図書に関する疑義は、工事契約前に、質疑応答書をもって確かめて

・　設計図書に記載なくとも、外観上、構造上、設備上当然必要と認められるものは、

　５．

　４．公共建築工事標準仕様書　最新版

　　おく。

４．製造会社、施工会社指定については、後欄のメーカーリストに依るものとし、同等品以上と読み替える事も

　なお、試験に要する諸経費は、すべて請負業者の負担とする。

・　構造：　・　鋼板製　　・　木製　　・　その他（　　　　　　　）　

　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

５　提出図書

３　看板　　 ・　本工事現場に提示する看板は、大きさ、書体、仕上げ、取付位置など

５　障害物の処理

６　設計Ｇ．Ｌ．

７　保護設備

・　工事上撤去、移設を要する軽微なものは、本工事の範囲とする。

４　工事用水電力 ・　利用できる　（・　有償　　・　無償　）　　・　利用できない 

・　本工事の施工にあたり、付近住民、隣接建物、工作物、通行人に対して損害を

　　万一損害を与えた時は、速やかに応急手当、復旧工事をし、これに要した費用は、

　　請負者の負担とする。

・　工事完了後、建物引渡し前に全体の掃除を行い、公道の工事による損傷部は、完全に

　　復旧する。

０３　土工事　

１　根切り　

・　特殊工法

２　敷地整理

３　埋戻し、盛土

・　盛土：　・　無　　・　有

４　残土処分 ・　場外搬出

・　場内堆積　　・　場内敷均し

・　工事着手前に根切方法、山留工法、排水方法、使用機器等を記した、施工設計図を

・　樹木：　・　移植　　・　伐切　　・　その他（　　　　　　　　　　　　）　

・　埋戻し：　・　根切土使用　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　）　

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

０４　地業工事

１　地耐力試験 ・　不要　　・　必要　　　ヶ所　　　

・　長期支持力　　　　KN/㎡

４　地盤改良 ・　浅層　・　柱状

　　クリート地業

　　リート地業

　　　砂利地業

５　割栗及び

６　ラップルコン

７　捨てコンク

　　フイルム敷き

８　ポリエチレン

９　特殊工法

・　地業の種類：　・　割栗　　・　砂　　・　砂利　　・　砕石　

　　　　　　　　　・　再生クラッシャラン　・　その他（

１　鉄筋

　　コンクリート

　　　　　　　　　　　　　・　現場コンクリート

・　粗骨材　：　・　川砂利　　・　砕石

・　混和剤等：　・　減水剤　　・　防縮剤　・　高性能ＡＥ減水剤

　　※コンクリートの強度および仕様は構造図（　　　　　　　　　　）参照

・　スランプ：　・　１５ｃｍ　・　１８ｃｍ　・　２１ｃｍ　・その他（　　　　　）

　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

・　細骨材　：　・　川砂　　・　山砂　　・　その他（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　コンクリートの供給：　・　レデイミックスコンクリート

・　塩化物規制　：　・　０.３kg/コンクリート㎡以下

・　単位水量　：　・　特に指定なし　・　１８５㎏/立方メートル以下

・　空気量：　・　0.4　～　0.6％

　　コンクリート

・　土間コンクリート：　Fｃ＝１８Ｎ/m㎡　スランプ１８cm以下とする。

・　防水押え床かさ上げコンクリート：　・　普通　・　軽量

２　無筋

　　コンクリート

・　種類：　・　一種　・　二種

(非構造用) ・　気乾比重：　

３　軽量

４　型枠 ・　材料　：　・　合板　（厚１２m/m）　　・　縁甲板（厚　　m/m）

　　　　　　　・　金属性型枠パネル　　・　その他（

・　工法　：　・　ボルト式　　・　その他（　　　　　）

・　存置期間：　昭和４６年建設省告示第１１０号による。

・　打放しコンクリート仕上りのかぶり厚増：　・　２０m/m　

・　基準強度：　　　　　　Ｎ/m㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　・　軽量コンクリート　使用部位：(　　　　　　　　)

・　水セメント比： ・ ５０％ ・ ５５％ ・ ６０％ ・ ７０％ ・ その他（ ６５％  ）

０６　鉄筋工事

１　一般事項

２　材料 ・　普通鉄筋：　ＳＲ２３５（規格品）　　

　　　　　　　　・　ＳＤ３４５（規格品）　　・　ＳＤ３９０（規格品）

　　　　　　　　・　ＳＤ４９０　・　その他（　　　　　　　　）

３　継手
　　　　　　・　重ね継手　　・　アーク溶接継手　・　機械式継手

４　鉄筋

　　スペーサー

・　種類：　・　金属製　　・　モルタル製　　・　塩ビ製

　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

６　提出書類 ・　ミルシート　・タグプレート(メタルタック）　・各試験成績書

・　その他（　　　　　　　　　　　　）

・　試験の種別：　・　外観検査　　・　超音波探傷試験　　・　引張強度試験５　継手部の試験

・　種類：　・　ガス圧接継手（　・２２φ以上　　・　１９φ以上）

　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

・　異形鉄筋：　・　ＳＤ２９５（規格品）　　

０７　鉄骨工事

１　一般事項

２　普通鋼 ・　形鋼・鋼板：　・　ＳＳ４００　　・　ＳＭ４００　　・　ＳＭＡ４００

・　工作図または、原寸図（製板および定規を含む）を作成し、係員の承諾を受ける｡

・　軽量形鋼　：　・　ＳＳＣ４００（規格品）　

　　　　　　　　　・　ＳＭ４９０　　・　ＳＮ４００Ａ・Ｂ・Ｃ　　　

・　ＳＮ４９０Ａ・Ｂ・Ｃ　 ・その他(              )

３　防錆処理

・　高力ボルト：　・　Ｆ８Ｔ　　・　Ｆ１０Ｔ　　・　Ｓ１０Ｔ(特殊ボルト)

・　普通ボルト：　ＳＳ４００とし等級は中ボルト程度とする。

・　溶接材料：　ＪＩＳ・Ｚ・３２１１規格に適合するもの。

・　防錆塗装：

・　下地：・　第一種ケレン（ブラスト法）　

・　第二種ケレン（機械的作業）　

・　第三種ケレン（手工具作業）

・　仕上塗装：　・　オイルペイント　　・　グラファイトペイント

　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　）

・　溶融亜鉛メッキ処理　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　）

・　行う　　・　行わない　

・　ミルシート　・　各試験成績書　・　その他（　　　　　　　　　　）　

・　試験の種別：　・　外観検査　・　超音波探傷試験　

・　アンカーボルト：・　ＳＳ４００　・　ＳＮＲ４９０Ｂ　・　ＳＮＲ４００Ｂ

・　鋼管　　　：　・　ＳＴＫ４００　　・　ＳＴＫ４９０　・　その他(　　　　）

・　角型鋼管　:   ・　ＳＴＫＲ４００ ４９０  ・ ＢＣＲ２９５　・ＢＣＰ３４５　　　　　　

・　ＪＩＳ Ｋ ５６７４

４　溶接部の試験

５　溶接工の

　　　技量確認

６　提出書類

50

０９　外装工事

３　サイディング ・　種別　　：　・　金属　　・　窯業　　・　セメント

１０　防水工事

１　一般事項 ・　本工事は、すべて責任施工とする。

・　外部建具廻り：　・　ポリサルファイド系

　　　　　　　　　　・　ポリウレタン系

　　　　　　　　　　・　油性系

10　コーキング材

　　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　材料：　・　カラー鋼板　　・　カラーステンレス　・　カラーアルミ　　　

　　　　　　・　波板葺（　・　大波　　・　小波） 

・　形状：　・　長尺　　・　規格

　　　　　　　・　木毛セメント板　厚　　　　m/m

・　工法：　・　平葺（　・　一文字葺　　・　ひし葺　　・　瓦棒葺）

１　金属板葺

１４　屋根工事

・　野地板：　・　耐火野地板　厚　　　　m/m

　　　　　　　・　合板　厚　　　　m/m

　　　　　　・　防水シート

・　板厚：　・　0.35mm

４　樋

・　谷樋：　・　耐酸被覆鋼板　・　カラー鉄板　・　ステンレス板　・　アルミ板

　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　軒樋：　・　耐酸被覆鋼板　・　カラー鉄板　・　ステンレス板　・　アルミ板

・　防露：　・　建物内部に取付く場合は、係員の指示による。

・　竪樋：　・　塩ビパイプ（Φ　100　　）　（　・　ＶＵ　・　ＶＰ）　・　アルミ　

５　支持金物 ・　材料：　・　ステンレス　・　亜鉛メッキ

　　　　　　　　・　竪樋、横走り　１，２００　m/m以下

・　取付間隔：　・　軒樋　９００　m/m以下

・　雪止め：　・　あり　・　なし

１５　金属工事

１　一般事項 ・　工事にあたっては、製作図を提出の上、係員の承認を受ける。

・　塩害、熱膨張、電触等の対策を講じなければならない。

３　軽量鉄骨天井

　　及び壁下地材

・　軽量鉄骨天井下地及び壁下地は、指定製造所製品とし、防錆処理を施したものとする。

７　点検口
・　寸法：　・　３００m/m角　・　４５０m/m角  　・　６００m/m角　　　

・　壁、天井：　・　アルミ枠製　　・　ステンレス枠製　・　塩ビ枠製　

・　床：　・　アルミ枠製　　・　ステンレス枠製　　

・　寸法：　・　３００m/m角　・　４５０m/m角  　・　６００m/m角　　　

８　格子蓋 ・　材質：　・　鋳鉄製　　　　m/m　　・　ステンレス製　　　　m/m

　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　可能である。但し、その使用、採用に当っては、監督員の承認を受ける。

　監督員の指示に従い、請負金額の範囲以内において施工する。

　提出、又は、監督員の認める試験所で試験を行い、確認を受けなければならない。

・　本工事に使用する材料のうち、監督員により指示のあるものに関してはその成績表を

６　定例打合

７　既設部分

　　　との取合

　　　　　会議

・　既設建物と今回工事の取り合い部分、その他で斫りおよび工事の都合などにより破損、

　　しなければならない。

　　損傷させた個所は、今回工事仕上げ、および、旧工事、仕上同材にて完全に補修

・　本工事の施工に伴う、提出図書は、契約書に定める他、必要に応じて監督員と

　協議の上,作成する。

・　工事の円滑な進行を計るため、監督員の指示により、工事期間中定期的に

　各工事責任者を招集し、打合せを行う。

・　請負者は、定例打合会議議事録をとり、その都度監督員の承認を受ける。

　　あらかじめ監督員と協議する。

・　標準G.L.の決定、および、B.M.の設置は、監督員の立会いのもとに行う。

　　与えないように、必要な保護設備を計画し、監督員及び各関係の承認を得て実施する。

　　提出し、監督員の承認を受ける。

・　根切完了後、深さ、大きさ、床さらいの状態について、監督員の承認を受ける。

・　コンクリート強度　　１８　N/m㎡ 以上

・　不要　　・　必要　厚0.15mm 以上

・　コンクリートの種類：・　普通コンクリート　使用部位：(捨てコン　基礎梁　)　　

・　鉄筋の加工、組立に際しては、あらかじめ鉄筋加工図を作製し、監督員の承諾を受ける｡

　　　　　　　　　　・　変成シリコン系

　　　　　　　・　硬質　木片セメント板　厚　18　　　m/m

・　厚さ：　100　　　mm　　

・　下葺：　・　アスファルトルーフィング940

　　　　　　・　塩化樹脂製

建築計画課長

　　　　　　・　2％ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ添加ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ｶﾞﾗｽ繊維配合強化塗膜)　

横須賀市都市部建築計画課

・　範囲：　・　安全上必要と思われる範囲とする。

・　剥離剤：　・　使用不可　　・　使用可

０５　コンクリート工事　　　構造図による

構造図による

構造図による

　　　　　　※　構造設計特記仕様参照

一級建築士事務所　　　神奈川県知事登録　　第　　　　号

管理建築士　一級建築士登録　第　　　　　　号　



縮　尺

主査等 担当者

市立長井中学校部室新築工事 Ａ

特 記 仕 様 書 2

02

１　アルミ製建具 ・　型式：　・　レギュラー　 ・　セミエアータイト　 

・　仕上：　・　アルマイト仕上　 ・　電解着色皮膜　・　その他（　　　　　　　　）　 

　　　　　　・　エアータイト　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１７　建具工事

・　性能：　・　耐風圧性　S-5 ・気密性　A-4　・　水密性　W-5 ・遮音性T- 1

７　鍵
・　グランドマスターキー：　・　必要　　・　不要

・　マスターキー　　　　：　・　必要　　　　・　不要

８　建具周囲の

　　シーリング材

・　建具の四周は入念にコーキングする。

　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　）

・　網の種類：　・　サラン　　・　ステンレス　　・　その他（　　　　　　　　）

10　ガラス

・　網入りガラスの端部は、錆止処置を行う。

９　網戸

１　一般事項 ・　素地調整及び塗装工程は、共通仕様書による。

・　塗装業者は、日本塗装工業会会員とする。

２　材料

１８　塗装工事

・　モルタル､コンクリート（　　　　　　　　　　　）

・　金属部（　　　　　　　　　　　　　）

３　その他

１　一般事項

１９　内装工事

・　本工事に使用する材料は、ＪＩＳ規格品とする。但し特殊材料はこれに準拠し

・　内装工事に用いる材料は､所定のものであること｡

・　内装工事の仕上り面は､所要の状態であること。

・　床にあっては著しい不陸がなく､床鳴りがないこと｡また､断熱･防露工事にあっては､

　　断熱性に影響を与える厚さの不ぞろい､欠け等の欠陥がないこと。

・　接着剤については､F☆☆☆☆を使用する。

７　石膏その他の

　　　　合板張り
　　　ボード及び

１　室名札

　　　階段表示

・　文字型式：　・　書き文字　　・　彫文字　　・　張文字　　　　

　　　　　　　　・　抜き文字　　・　その他（

・　文字材質：　・　地と同質　　・　シルクスクリーンエナメル

２０　雑工事

・　材質　　：　・　プラスチック　　・　ステンレス　　・　アルミ　・　木製

　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

・　形状：　・　オープンタイプ　天地5段　可動棚

・　材質：　・　鋼製（棚板　200㎏/段　800㎏/連）14　物品棚

１　一般事項

２　路盤

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　・　インターロッキング

　　　　　　・　石（　　　　　　　　　）・　タイル（　　　　　　　　　　）

・　種別：　・　アスファルト舗装（　・　混合式　　・　浸透式）

　　　　　　・　砂利撒舗装：切込砂利　　　m/m　・撒布砂利　　　m/m

２１　外構工事

６　敷地内

　　　　排水構 　　　　　　　　・　既製Ｌ字側溝

　　　　　　　　・　現場打コンクリート溝

　　　　　　蓋　・　コンクリートブロック製

　　　　　　　　・　鋳鉄製

　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・　グレーチング

１　一般事項

・　検査サンプルは､できるだけ新しいものとし､原則施工者負担とする｡

・　建築主の反応検査　・　行う　・　行わない

　　　　　　　　　　　　　　　・　クロルピリホスを使用した木材､畳､内装材等

・　使用してはならない建材：　・　有機溶剤の入った塗料､シーラー等

・　種類：　・　第一種換気設備　・　第二種換気設備　・　第三種換気設備２　換気設備

・　建築基準法第二十八条の２を遵守すること

　　（居室内における化学物質の発散に対する衛生上の措置）

・　安全データシートを材料毎に提出すること

・　規制対象物質以外で、厚生労働省ガイドラインによる１３化学物質を含む材料に

　　関しては個々に検討すること

シックハウス関連の

各部位の写真をとること

２２　シックハウス対策

３　建材の

使用制限

４　仕上材等の

検査

工 事 項 目

仮設電力・水道の使用料金

残材処分

残土処分

貫通部穴埋め補修

点検口（天井）

諸官庁申請手続費用

消火器の設置（消火器本体及びボックス）

建築 電気 機械 備考

工事区分

・　各キーは市販キーボックスに納入し、案内図を添付して監督員に提出する。

・　種類：　設計図によるものとする。

　　前もって見本品を提出したり、見本張りを行い、監督員の承認を受けること。

・　化粧石膏ボード　　　　：　厚　9.5　mm

・　特殊合板　：（　　　　　　　　　　　）　厚　　　　mm

・　吸音板　　：（　　　　　　　　　　　）　厚　　　　mm

・　その他（　　　　　　　　　　）　厚　　　　mm

・　工事範囲等は設計図による他、監督員の指示による。

　　　　　　・　コンクリート舗装（　・　有筋　　・　無筋　・　溶接金網入　）

・　材料の選定にあたっては、特に下記の事項に注意して監督員の承認を受けること。

・　種類：　・　ポリサルファイド系　　・　変成シリコン系　　・　ウレタン系

・　消火器　　ABC消火器　10型

・　種別：　溝　・　既製Ｕ字側溝　

建築計画課長

横須賀市都市部建築計画課

15　消火器格納箱 ・　鋼製　1本用　10型用　

・　木部（　EP-G　A種　素地ごしらえA種　　　　　　　　）

・　せっこうボード（　EP-G　B種　素地ごしらえA種　　　　　　　　　　）

・　強化石膏ボード　：　厚　15　mm 継目処理

・　寸法：　・Ｄ　450mm　×　Ｗ　1500　mm×Ｈ　1800　mm

一級建築士事務所　　　神奈川県知事登録　　第　　　　号
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延焼のおそれのある部分
（延焼ライン）

縮　尺

主査等 担当者

市立長井中学校部室新築工事 Ａ
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④渡り廊下

⑤灯油庫

⑥倉庫

長井中グランド
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市立長井小学校

畑

市立長井中学校

1 案内図

1/600配置図

2 工事概要

工 事 名 称

建 築 場 所

主 要 用 途

工 事 種 別

構 造

基 礎

最 高 高 さ

最 高 軒 高

1.工事名称

2.敷地状況

3.構造・規模

市立長井中学校部室新築工事

横須賀市長井5丁目12番1号

新築

布基礎

敷 地 面 積

道 路

用 途 地 域

防 火 地 域

地 域 地 区

8045.62㎡

公道

第1種中高層住居専用地域

準防火地域

市街化区域

法定建ぺい率 60％

法定容積率 200％＜（道路幅による制限容積率　7.5＊0.4＝300％）

新築部分の求積図3

4

部室新築

幅
員
＝
7,
50
0

既
存
側
溝

軽量鉄骨造　平屋建　

6,0
00

2,8
00

2,0
00

2,000

道路境界線
側溝

側溝

側溝

側溝

+50 側溝

外壁面間中心線
②体育館

既存擁壁

+50

±0 ±0±0

±0

±0

真北
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建築面積　17.39*3.84＝66.78㎡

延床面積　17.39*3.84＝66.78㎡

03
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5

BM

建物位置図 1/200

U字溝新設

アスファルト舗装新設

（斜線部）
既存アスファルト舗装

隣地境界線

工事概要・案内図・配置図・求積図・建物位置図

境界石天端
±0

+30 +30

+30

+30

中学校　部室

建築計画課長

横須賀市都市部建築計画課

既存雨水枡

A2：100％
A3：70.7％ 表示
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コンクリート金ゴテ仕上

縮　尺

主査等 担当者

市立長井中学校部室新築工事 Ａ

1 仕上表

基礎

外壁

建具

屋根

軒樋

竪樋

床 巾 木 高 壁 見 切 縁 天井 天 井 高 備 考

外部仕上表

内部仕上表

ビニル巾木 100更 衣 室

排水その他の
配管設備

仕上表

2400

コンクリート打放しB種

窯業系サイディングｔ16　縦張（防火構造　PC030BE-9202）

04

塩化ビニル製　角型W150

硬質ポリ塩化ビニル製　竪樋φ100　VP

U形側溝（プレキャスト）300A　SUS製グレーチング　

（a種）

建築計画課長

横須賀市都市部建築計画課

アルミ製建具（防火設備）

2％ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ添加ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ｶﾞﾗｽ繊維配合強化塗膜)ｔ0.35（NM-8697）ー硬質木片セメント板ｔ18　横葺W270程度

鋼製棚　D450*W1500*H1800　各室2台ずつ
強化石こうボードｔ15（NM-8615)
軽量鉄骨壁下地(LGS)65形

EP-G　B種　素地ごしらえA種

軽量鉄骨天井下地19形

点検口450角1か所

化粧石こうボードｔ9.5
（NM-1864）

塩ビ製
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立面図
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平面図・立面図・断面図アルミ丸型ガラリはFD付き

②　窯業系サイディングｔ16　縦張（防火構造　PC030BE-9202）

③　コンクリート打放しB種
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建築計画課長
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横須賀市都市部建築計画課
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ビニル巾木H=100

硬質木片セメント板ｔ18

硬質木片セメント板ｔ18

窯業系サイディングｔ16

軒先詳細図　1/5

窯業系サイディングｔ16

U形側溝（プレキャスト）300A
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軽量鉄骨天井下地19形
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建築計画課長

木製棟押え板　180*20，100*20程度

EP-G塗り　A種　素地ごしらえA種
額縁：パイン集成材270*25程度 額縁：パイン集成材300*25程度

EP-G塗り　A種　素地ごしらえA種

2％ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ添加ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ0.35
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水切：出幅100

横須賀市都市部建築計画課
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窓枠：集成材ｔ25

W1,350×H1,100

アルミ製縦面格子　1350*1150　　格子ピッチ110mm

防火設備認定番号　EB3108-1　同等品以上 防火設備認定番号　EB2746-4　同等品以上　

鋼製棚 D450*W1500*H1800　2連
アルミ丸型ガラリFD付き

建築計画課長

横須賀市都市部建築計画課

アルミ丸型ガラリFD付き

アルミ丸型ガラリ100φ、FD、防虫網付

W800×H2,000

EP-G－強化石膏ボードｔ=15

1/50
A2：100％
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天井化粧合板ｔ4撤去(450*450)程度、点検口新設(ｱﾙﾐ額縁　450*450)

天井化粧合板ｔ4撤去(450*450)程度、点検口新設(ｱﾙﾐ額縁　450*450)
天井化粧合板ｔ4撤去(600*600)程度、点検口新設(ｱﾙﾐ額縁　600*600)

建築計画課長

点検口新設(ｱﾙﾐ額縁　450*450)

点検口新設(ｱﾙﾐ額縁　450*450)

体育館　平面図

有孔合板ｔ9撤去(450*450)程度、

有孔合板ｔ9撤去(450*450)程度、

横須賀市都市部建築計画課
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横須賀市建築計画課

建築計画課長

縁石設置

縁石設置

120*120、ﾓﾙﾀﾙ、捨てｺﾝ、再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ共
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既存土砂

既設アスファルト舗装既存土砂
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3
0
0

2,500

仮 設 計 画 図

キャスターゲートW6000*H2000

キャスターゲートW6000*H2000

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800

建築計画課長

横須賀市都市部建築計画課

1/200
A2：100％

A3：70.7％
表示

一級建築士事務所　　　神奈川県知事登録　　第　　　　号

管理建築士　一級建築士登録　第　　　　　　号　



（１）コンクリ－ト

備　　　　考適用箇所

捨コンクリ－ト

土間コンクリ－ト

基礎．基礎梁

柱．梁．床．壁

種　類

□普通

□普通

□普通

設計基準強度Ｆｃ＝Ｎ／ｍｍ

□１８　　□２１

押えコンクリ－ト

□１８　□２１　

□１８　□２１　

□普通．□軽量

□普通．□軽量

□普通．□軽量

□普通．□軽量

□普通．□軽量

□２１　□２４　　□２７　　□３０　　□３３

□２１　□２４　　□２７　　□３０　　□３３

□２１　□２４　　□２７　　□３０　　□３３

□２１　□２４　　□２７　　□３０　　□３３

□２１　□２４　　□２７　　□３０　　□３３

１８

スランプ㎝

□重ね継手

□ガス圧接継手

□特殊継手

（　　　　　　　　）

～Ｄ１６（梁、柱）

Ｄ１９～（梁、柱）

Ｄ２５～（壁、スラブ等）

２

15

15

15

15

15

15

15

最新版

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

１ ． 建 築 物 の 構 造 内 容

６ ． 鉄 骨 工 事
適用は□印を記入する

４ ． 地 業 工 事

□有　□無深さＧＬ－　　　　　ｍ　支持層－　　　　　長期許容支持力度　　　　　ｋＮ／㎡　　　載荷試験

コンクリ－ト杭

□場　所　打　ち

　スランプ　　１８　ｃｍ

□オ－ルケ－シンク゛　□拡底杭

□機械堀

□手堀

□ア－スドリル　□ミニア－ス

□リバ－スサ－キュレ－ション

□ＢＨ　　　□深礎

N/mm
2

試験杭　（□有・□無）

杭仕様　　施工計画書承認（□有・□無）杭施工結果報告書（□有・□無）

（□打ち込み・□載荷）　　　　　　　　本

杭　径（㎜） 設計支持力（ｋＮ） 特記事項本　　数

深

度

Ｎ

値

標　準　貫　入　試　験

１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０
○調査地番

○位置図

○支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

○孔内水位

ＧＬ－　　　　ｍ

○近隣デ－タの調査地番と

設計地番とは約　ｍの

距離がある

○備考

土　　質

１

２
３
４

５
６

７
８

９
１０
１１

１２
１３

１４
１５

１６
１７
１８

１９
２０

２１
２２

２３
２４
25

26
27

28
29
30

31
32

33
34

35
36
37

38
39

40
41

42
43
44

45
46
47
48

49
50
51

3
　セメント量　　　　kg／m 以上330

　鉄筋　

Ｄ29～ ＳＤ390
Ｄ１９～Ｄ25 ＳＤ３４５
～Ｄ16　 　 ＳＤ２９５A

（１）地盤調査資料と調査計画

□　有 （□敷地内　□近隣）　 □　無 （調査計画　口有　口無）

調査項目 調査計画 調査項目 調査計画 調査項目 調査計画資料あり 資料あり 資料あり

ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験

水平地盤反力係数の測定 土質試験 物理探査

試験堀（支持層の確認） 平板裁荷試験 液状化判定

スエーデン式サウンディング 現場透水試験 ＰＳ検層

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに　を記入する。

（2）ボ－リング標準貫入値、土質構成　（基礎・杭の位置を明記すること）

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

拡底杭

日本建築センター認定

年　　　月　　　日

第　　　　　　　号

□ＰＨＣ　□Ｈ鋼

□鋼管　　□摩擦杭

□ＲＣ　　□ＰＲＣ

□ ＨＣ　ＴＯＰハ゜イル

□ＰＨＣ　（□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

□ＰＲＣ　（□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種）

備　考材　料 施　工　法杭　種

□打ち込み

□埋込み（セメントミルク工法）

□プレボーリング拡大根固め工法

口

（３）杭基礎　　支持層－

（２）地盤改良　□浅層混合処理工法　□深層混合処理工法　

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする。

◎　　セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

◎　　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

◎　　寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、

　　　管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

（１）コンクリ－ト

５．鉄筋コンクリ－ト工事 ( 施 工 方 法 等 計 画 書 ） ( 施 工 方 法 等 計 画 書 ）

　　□　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

　　□　社）日本綱構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

　　口　鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

　　□　製作工場　　　　□　製作要領書　　　□　工作図　　□　施工計画書

　　□　認定または登録工場

　　□　材料規格証明書※または試験成績書

　　　　□鋼材　　□高力ボルト　□特殊ボルト　　□頭付スタッド

　　　※社）日本綱構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

　　□　社内検査表　　　

　　□　現寸検査　　　　□　組立．開先検査　　　　　　　□　製品検査

　　□　建方検査　　　　□　　　　　　　　　　　　　　　□　

（３）工事監理者が行う検査項目

　（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

（４）接合部の溶接は下記によること

　　□平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ

　　□鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

　　□日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

　　□日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

（５）接合部の検査

○　溶接及び接合部を検査し工事監理者に報告すること。

　　□溶接部及び接合部の検査報告

検　査　方　法
検　査　率　％

検　査　箇　所

□突合せ溶接部

備　　　考

報告

超音波探傷試験 報告

マクロ試験・その他

ＣＩＷ認定検査事業者による。第三者検査機関名

外観検査※

外観検査※□突合せ以外の溶接部

□硬さ検査

□示温塗料塗布（注）

内質
検査

工事監理者工場自主検査 第三者受入検査

１００

１００

30

30

１００

※平成12年建設省告示
第1464号第二号による
（目視及び計測）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を代行させるために自ら契約した

検査会社をいう。

注１）現場溶接部については第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

注３）第三者機関名　（社）日本溶接協会　「溶接構造物非破壊検査事業者の技術種別認定（ＣＩＷ認定）」の

　　　超音波探傷検査部門（ＵＴ）の認定を取得した事業者から選定すること

注４）鉄骨製作工場が認定または登録工場では無い場合第三者を100％行う事

□　高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

　　軸力導入試験　口要　口否　　高力ボルト滑り係数試験　口要　口否

　　口一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、供回り等の異常が無いことを確認する。

　　口トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

□　防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。

　　錆止めのペイントは、ＪＩＳ　Ｋ を使用して４つ星２回塗りとする。

□　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

□　工事監理者と協議にて決定する事

（７）耐火被覆の材料

口　建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

口　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

口　建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全で有ること。

口　煙突は、鉄筋に対するコンクリートかぶり厚さを5ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

口　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

口　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全で有ること。

口　エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

□　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

□　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

□　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし、管の間隔を管径の３倍以上かつ５ｃｍ以上とする。

８ ． そ の 他

□　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

◎　　耐久設計基準強度　Ｆｄ　　□短期　　□標準　　□長期　口超長期

分類Ｔ2(　□　 　□都登録　　　　 　以上　）

（注）東京都の要綱に
基づき必要となる建築
物の場合に実地する

　コンクリ－トＦｃ＝　

負の摩擦調査

鋼材　□SKK490　□ＳＴＫ490

鋼材　□SKK400　□ＳＴＫ400

杭の長さ（ｍ）

使用材料はＪＩＳ規格品　ＪＡＳ規格品　大臣認定品とする

（２）コンクリ－トブロック（ＣＢ）

（９）　特別な荷重

□倉庫積載床用　　　　　　　　　　　　　　ｋＮ／㎡　　　　　　　□受水槽　　　ｋＮ

（１０）構造計算ル－ト　Ｘ方向ル－ト　－（　）　　Ｙ方向ル－ト　－（　）

異形鉄筋

丸　　鋼

高強度せん断補強筋

継　手　工　法

□

使　用　箇　所径種　　類

鋼　　材

□有　□無

□有　□無

□有　□無

□有　□無

□有　□無 ダイアフラム

種　　類 現場溶接 備　考

（３）鉄　　筋

（４）鉄　　骨

（５）　ボ　ル　ト

□高力ボルト　□Ｆ１０Ｔ　□Ｓ８Ｔ　□Ｓ１０Ｔ　　認定品（□Ｍ１２　□Ｍ１６　□Ｍ２０　□Ｍ２２　□Ｍ２４）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高力ボルト導入張力確認試験　　□要　　□否

□頭付スタッド　　φ＝　　　　　Ｌ＝　　　　　　　㎜　　　　使用箇所（□柱　　□大梁　　□小梁）

　　　　　　　　　φ＝　　　　　Ｌ＝　　　　　　　㎜　　　　使用箇所（□柱　　□大梁　　□小梁）

＊

＊

□デッキプレ－ト　　　　　型式　　　　　　　　　　　　厚

□キ－ストンプレ－ト　　　型式　　　　　　　　　　　　厚

□特殊デッキプレ－ト　　

□ＡＬＣ版　　　　　　　　厚　

□折　　版　　　　　　　　Ｈ＝　　　　　　　　　　　　厚

使用箇所

＊

＊

＊

床

＊

＊

＊

＊

＊

＊

（６）　屋根、床、壁

□ ＊

□Ａ種　　□Ｂ種　　□Ｃ種　　厚□１００　　□１２０　　□１５０　　□１９０

□ＳＤ３９０

□ＳＲ２３５

Ｄ２９～

溶接金網 （ＪＩＳ　Ｇ　３５５１）

□ＳＴＫＲ４００　　　□ＳＴＫＲ４９０　　　□

□ＳＭ４９０Ａ，Ｂ　　□ＳＮ４９０Ｂ　　　　□

□ＢＣＲ２９５　　　　□ＢＣＰ２３５　　　　□ＢＣＰ３２５

□ＳＮ４００Ｃ　　　　□ＳＮ４９０Ｃ　　　　□ＳＳ４００

◎使用箇所の詳細については別途図示とする。

１００

＊

使用箇所

仕口

D10 ～ D16

□ＳＢＰＤ１２７５／１４２０

□ＳＤ３４５

２ ． 使 用 構 造 材 料

□　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

□　必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

構造耐力上主要な部分に使用する木材の品質

節、腐れ、繊維の傾斜、丸身等による耐力上の欠点がないもの、
柱の所要断面積の1/3以上の欠き取り無い。
梁、けた、その他横架材の中央付近の下端に耐力上支障のあるかき込みが無いこと。
筋違いにかき込みが無いこと。

（１）直接基礎　　□ベタ基礎　□布基礎　□独立基礎　　　　　　試験堀　□有　□無

　　　　建築場所

（１）　工事名称

（２）　工事種別　　□新築　　□増築　　□増改築　　□改築

（３）　構造種別

□木造（Ｗ）　　□補強コンクリ－トブロック造（ＣＢ）　　　□鉄骨造（Ｓ）

□鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ）　　　□壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＷＰＲＣ）

□鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ）　　　　　　□壁式鉄筋コンクリ－ト造（ＷＲＣ）

□プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＰＲＣ）　　　　　　　□カルバートＢＯＸ

（４）　階　数

（６）　屋上付属物

（５）　主要用途

地下　　　階　　　　　地上　　　階　　　　　塔屋　　　階

（８）　付帯工事

（７）　増築計画　　□　有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□　無

□広告塔　　　　　□高架水槽　　　　　　　　　ｋＮ　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　□

□煙　突　　　　　□キュ－ピクル　　　　　　　ｋＮ　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　□

□門　塀　　　　　□擁壁　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　□

SD490 ナット（ロシングル　ロダブル）

□アンカ－ボルト　□　　　　　　　Ｍ　　　　　Ｌ＝　　　　　　㎜

L= ﾍﾞｰﾊﾟｯｸ 仕様による

ＳＳ４００

壁

Ｄ１９～ D25

□　令129条の2の4に準拠する。

□エレベ－タ　貨物用（ロ－プ式　油圧式　機械レス）　　□リフト　　　　ｋＮ　□ホイスト　　　　ｋＮ

７ ． 設 備 関 係 ( 令 1 2 9 条 の ２ の ４ ）

D 41

1

＊□ＢＣＲ２９５　　　　□ＢＣＰ２３５　　　　□ＢＣＰ３２５□ＢＣＲ２９５　　　　□ＢＣＰ２３５　　　　□ＢＣＰ３２５

＊

構 造 設 計 特 記 仕 様

梁 , 柱

部室

320

◎　　コンクリ－トはＪＩＳ　Ａ　5308に適合するＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５（　 ）による。

縮　尺

1Ｓ

構造設計特記仕様

粘性土

1 1

16

市立長井中学校部室新築工事

横須賀市長井5丁目12番1号

市立長井中学校部室新築工事

呼び強度18

呼び強度 21

□ＳＤ２９５ 基礎

□ＳＳC４００　　　　

ナット（ロシングル　ロダブル）

0.45

22

19

16

最新版

◎　　高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ　３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

◎　　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク

　　　リ－ト構造配筋標準図（１）（２）（３）」または「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）（３）」による。

（２）鉄　　　筋

鉄筋継手等

形式　厚　その他 使用箇所

鉄筋継手工法

口　重ね継手

口　圧接継手

口　溶接継手

口　機械式継手

口40ｄ　口35ｄ　口（　）ｄ

口告示1463号第2項各号

口告示1463号第3項各号

口告示1463号第4項各号

（１）引張力最小部位
（２）（１）以外の部位

Ａ級 Ｂ級

口

口

口

口

口 口

鉄筋径

口　Ｄ（　 　）以下

口　Ｄ（ 　　）以上

口　Ｄ（ 　　）以上

口　Ｄ（ 　　）以上

ＳＡ級

注）　（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築

センター等の認定・評価等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあったって「鉄筋継手使用基準（建築物

の構造関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件・使用によること。

◎　　鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工はＪＡＳＳ５（　　 ）よる。

□　材料　　合板厚　１２㎜を標準とする　　　　　　　　　　　□施工は、ＪＡＳＳ５（　　 ）による。最新版

（３）型　　　枠

5674

主査等 担当者

深さＧＬ－　　　　　ｍ　長期許容支持力度　　　　　ｋＮ／㎡　　　一軸圧縮試験　口有　口無

建築計画課長

R グレード以上

（６）錆止め塗料 工程Ｂ種　素地ごしらえＣ種

横須賀市都市部建築計画課

□中ボルト　　Ｍ12　　　　　　　　　　　　高力ボルトすべり係数試験　　　□要　　□否

一級建築士事務所　　　神奈川県知事登録　　第　　　　号

管理建築士　一級建築士登録　第　　　　　　号　



R C . S R C 用

( 1 )

（社団法人　日本建築学会) による。

それにも無いものは「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説書」（社団法人　日本建築学会) による。

それにも無いものは「公共建築工事標準仕様書」（社団法人　公共建築協会）による。

（ ２ ） 　 　 記 号
ｄ ； 　 異 形 棒 鋼 の 呼 び 名 に 用 い た 数 値 丸 鋼 で は 径 　 Ｄ ； 　 部 材 の 成 　 　 　 　 Ｒ ； 　 　 直 径

Ｓ Ｔ ； あ ば ら 筋 　 Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ ； 　 帯 筋 　 　 　 Ｓ ． Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ ； 　 補 強 帯 筋 　 　 φ ； 　 　 直 径 又 は 丸 鋼

＠ ； 　 間 隔 　 　 ｒ ； 　 半 径 　 　 Ｃ Ｌ ； 　 中 心 線 　 ｌ ０ ； 　 部 材 間 の 内 法 距 離 　 ｈ ０ ； 部 材 間 の 内 法 高 さ

２ ． 鉄 筋 加 工 ， か ぶ り
１ ． 鉄 筋 は ， 設 計 図 書 に 指 定 さ れ た 寸 法 及 び 形 状 に 合 わ せ ， 常 温 で 正 し く 加 工 す る ．

２ ． 有 害 な 曲 が り ， ひ び 割 れ ， さ さ く れ な ど の 損 傷 の あ る 鉄 筋 を 使 用 し て は な ら な い ．

３ ． バ ー イ ン コ イ ル の 鉄 筋 は ， 直 線 器 に か け て 使 用 す る ．

４ ． 鉄 筋 の 切 断 は ， シ ャ ー カ ッ タ 　 叉 は の こ に よ っ て 行 う ． 但 し ， や む を 得 な い 場 合 は ，

工 事 監 理 者 の 承 諾 を 受 け て ， ガ ス 切 断 と す る 事 が で き る ．

５ ． 鉄 筋 に は ， 点 付 け 溶 接 ， ア ー ク ス ト ラ イ ク な ど を 行 っ て は な ら な い ．

但 し ， 工 事 監 理 者 の 承 認 を 受 け て ， 鉄 筋 を 余 熱 し て 溶 接 す る 場 合 は ， 点 付 け 溶 接 と す る 事 が で き る ．

６ ． 鉄 筋 の 溶 接 は ， ア ー ク 溶 接 と し ， 溶 接 工 は 工 事 に 相 応 し た 技 量 を 有 す る 者 と す る ．

ｄ

余長４ｄ以上

D

ｄ

余
長
６
ｄ
以
上D

ｄ

D

折曲げ角度 図

１ ８ ０ ゜

１ ３ ５ ゜

　 ９ ０ ゜

余
長
8

ｄ
以

上

鉄 筋の折曲げ鉄筋の径に

D16以下

D19～D38

D41

D41以下SD390

SR235

SR295

16φ以下

19φ

5d 以上

5d 以上

4d 以上

3d 以上

鉄筋の種類
内部直径（Ｄ）よる区分

折曲げ角度９０゜はスラブ筋・壁筋

の末端部又はスラブと同時に

打ち込むＴ形及びＬ形梁の

キャップタ　イにのみ用いる．

ｄ

８
ｄ

以
上

キャップタイ

（ 1 ） 鉄 筋 の 折 曲 げ 形 状 ・ 寸 法

（
*
4

ｄ
以
上
）

（
*
4

ｄ
以

上
）

5 d 以上

（１）dは丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値とする。

　 ９ ０ ゜

ｄ

D

余
長
8

ｄ
以

上

S D490

Ｄ25以下

Ｄ29～Ｄ41
6d 以上

か ぶ り 厚 さ

ひ び 割 れ 誘 発 目 地 部 な ど 鉄 筋 の か ぶ り ，

厚 さ が 部 分 的 に 減 少 す る 箇 所 に つ い て も

最 小 か ぶ り 厚 さ を 確 保 す る ．

（ 単 位 ： ｍ ｍ ）（ ４ ） か ぶ り 厚 さ
部 位

屋 根 ス ラ ブ
床 ス ラ ブ
非 耐 力 壁

柱
梁

耐 　 力 　 壁

屋 内

屋 外

屋 外

柱 ・ 梁 ・ 床 ス ラ ブ ・ 壁

布 基 礎 の 立 上 り 部 分

基 　 　 礎 　 　 ・ 　 　 擁 　 　 壁

擁 　 　 　 　 壁

屋 内土 に 接 し な い 部 分

土 に 接 す る 部 分

３ ０

４ ０

５ ０

*片持ちスラブ上端筋の先端

最 小 か ぶ り

厚 さ （ ｍ ｍ ）

設計及び施工

かぶり厚さ（ｍｍ）

4 0

5 0

2 0

3 0

4 0

4 0

6 0

（１）

（１）

５ ０

７ ０

（ ６ ） 鉄 筋 の フ ッ ク （ ａ － ｆ に 示 す 鉄 筋 の 末 端 部 に は フ ッ ク を つ け る ． ）

ａ ． 丸 鋼 　 ｂ ． あ ば ら 筋 ， 帯 筋 　 ｃ ． 煙 突 の 鉄 筋

ｄ ． 柱 ， 梁 （ 基 礎 梁 は 除 く ） の 出 す み 部 分 の 鉄 筋 （ 右 図 参 照 ）

ｅ ． 単 純 梁 の 下 端 筋 ， 片 持 ス ラ ブ の 上 端 筋 の 先 端

ｆ ． 杭 基 礎 の 基 礎 筋 　 　 そ の 他 ， 本 配 筋 標 準 に 記 載 す る 箇 所

間 隔間 隔

異 形 鉄 筋 丸 鋼

ｄ ｄあ きあ きｄ ｄ

丸 鋼 で は 径 ， 異 形 鉄 筋 で は 呼 び 名 に 用 い た 数 値 １ ． ５ ｄ 以 上

（ ５ ） 鉄 筋 の あ き

　 　 　 　 　 　 末 端 に は フ ッ ク が 必 要

柱

梁

図 の ・ 印 の 鉄 筋 の 重 ね 継 手 の

3 0

4 0

設計供用期間の級が標準・長期

粗 骨 材 の 最 大 寸 法 の １ ． ２ ５ 倍 以 上 か つ ２ ５ ｍ ｍ 以 上

コ ン ク リ ー ト の
設 計 基 準 強 度 F c
( N / m m 2 )

SD295A

SD295B
SD345 SD390 SD490

18

21

40ｄ 40ｄ

35d 35d 40d

35d 40d 45d

( ａ ） 直 線 定 着 の 長 さ Ｌ 2
L2

D

L2h

定着起点

定着起点

90°フック

D

L2h
定着起点

D

L2h
定着起点

135°フック

180°フック

6ｄ以上

4ｄ以上

フック付き定着の長さL2h

直線定着の長さＬ2

異 形 鉄 筋 の 定 着 長 さ

余長

余長

余長

（ 2 ） 鉄 筋 の 定 着 及 び 重 ね 継 手 の 長 さ

30～36

39～45

48～60

30d 30d 35d 40d

25d 30d 35d 40d

25d 25d 30d 35d

コ ン ク リ ー ト の
設 計 基 準 強 度 F c
( N / m m 2 )

SD295A

SD295B
SD345 SD390 SD490

18

21

( ｂ ） フ ッ ク 付 き 定 着 の 長 さ L 2 h

30d 30d

25d 25d 30d

25d 30d 35d

30d 35d 40d 45d

24

27

30～36

39～45

48～60

20d 20d 25d 30d

15d 20d 25d 30d

15d 15d 20d 25d

20d 25d 30d 35d

24

27

35d

25d

（注）軽量コンクリートを使用する場合の定着長さは特記による。特記が無い場合はＦｃ≦36Ｎ／ｍ㎡の軽量コンクリートと
　　　ＳＤ490以外の異形鉄筋を対称として、上記の数値に5ｄ以上加算した定着長さとし、工事監理者の承認を得ること。

　　　構造計算ルートがＸ、Ｙ方向共にルート３以外は梁主筋の柱への定着は40d以上とする。

10ｄ以上

１ ． 一 般 事 項

「 注 」

　 　 　 　 ※ 鉄 骨 に 対 す る 最 小 か ぶ り 厚 さ は 5 0 ｍ ｍ と す る 。
　 　 　 　 ※ 設 計 供 用 期 間 の 級 が 超 長 期 は Ｊ Ａ Ｓ Ｓ 5 に よ る 。

　 　 　 （ 1 ） 軽 量 コ ン ク リ ー ト の 場 合 は ， １ ０ ｍ ｍ 増 し の 値 と す る ．

最新版よる

縮　尺

Ｓ 2

「建築工事標準仕様書・同解説ＪＡＳＳ5 鉄筋コンクリート工事」

SD345

コ ン ク リ ー ト の
設 計 基 準 強 度 F c
( N / m m 2 )

SD295A

SD295B
SD345 SD390 SD490

18

21

異 形 鉄 筋 の 定 着 長 さ

( g ) 特 別 な 定 着 及 び 重 ね 継 手 の 長 さ Ｌ 1

45ｄ 50ｄ

40ｄ 45ｄ 50ｄ

40ｄ 45ｄ 55d

D

D

D

D

8ｄ以上
余長

L1h

90°フック

D

L1h

135°フック

6ｄ以上

余長

D

L1h

180°フック

L1

直線重ね継手の長さＬ1

4ｄ以上

余長

下 端 筋 　 　 （ Ｌ ３ ）

小 梁 ス ラ ブ

特 別 の 定 着 及 び

重 ね 継 手 の 長 さ

　 　 　 　 （ Ｌ １ ）一 般 　 　 （ Ｌ ２ ）

Ｓ Ｒ ２ ３ ５ ２ ５ ｄ フ ッ ク 付 き
４ ５ ｄ フ ッ ク 付 き

2 1 , 2 4

1 8

１ ５ ｃ ｍ
フ ッ ク 付 き４ ５ ｄ フ ッ ク 付 き

普 通 ， 軽 量 コ ン

ク リ ー ト の 設 計

( N / m m 2 )

鉄 筋 の 種 類

定 着 長 さ

4 0 ｄ フ ッ ク 付 き 4 0 ｄ フ ッ ク 付 き

基 準 強 度 F c

丸 綱 の 定 着 及 び 重 ね 継 手 の 長 さ

４ ． Ｄ ２ ９ 以 上 の 異 形 鉄 筋 は ， 原 則 と し て ， 重 ね 継 手 と し て は な

　 　 ら な い ．

５ ． 鉄 筋 径 の 差 が ７ ｍ ｍ を 超 え る 場 合 は ， 圧 接 と し て は な ら な い ．

６ ． 耐 圧 ス ラ ブ の 下 端 筋 の 定 着 長 さ は 、 一 般 定 着 （ Ｌ ２ ） と す る 。

１ ． 末 端 の フ ッ ク は ， 定 着 及 び 重 ね 継 手 の 長 さ に 含 ま な い ．

２ ． 継 手 位 置 は ， 応 力 の 小 さ い 位 置 に 設 け る こ と を 原 則 と す る ．

３ ． 直 径 の 異 な る 鉄 筋 の 重 ね 継 手 長 さ は ， 細 い 方 の 鉄 筋 の 継 手 長

　 　 さ と す る ．

継 手

Ｌ ２Ｌ ３

Ｌ ２

鉄 筋

Ｌ ２
重 ね 継 手 の 長 さ

継 手 の 重 ね 長 さ １ 節 半 以 上 か つ １ ５ ０ ｍ ｍ 以 上 定 着 長 さ 　 １ 節 半 以 上 か つ １ ５ ０ ｍ ｍ 以 上

Ｌ １Ｌ １

ａ 　 ≧ ４ ０ ０

重 ね 継 手 （ 下 図 の い ず れ か と す る ）

圧 接 面

ｄ／　４以下

ｄ／　５以下

圧 接 面

ｄ

圧 接 面

１ ． 1 ｄ 以 上

θ

θ ＞ ８ ０ ゜
ｄ

３ ｍ ｍ 以 下

１
．

４
ｄ

以
上

溶 接 金 網 の 継 手 及 び 定 着

ガ ス 圧 接 形 状

圧 接 継 手

約 ０ ． ５ Ｌ １１ ． ５ Ｌ １ 以 上

30～36

39～45

48～60

コ ン ク リ ー ト の
設 計 基 準 強 度 F c
( N / m m 2 )

SD295A

SD295B
SD345 SD390 SD490

18

21

( H ) フ ッ ク 付 き の 特 別 な 定 着 及 び 重 ね 4 継 手 の 長 さ L 1 h

35d 35d 40ｄ 50ｄ

30d 35d 40ｄ 45ｄ

30d 30d 35d 40ｄ

35d 35d

30d 30d 35d

30d 35d 40ｄ

35d 40ｄ 45ｄ 55d

24

27

30～36

39～45

48～60

25d 25d 30d 35d

20d 25d 30d 35d

20d 20d 25d 30d

（注）（１）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のｄによる。

　　　（２）軽量コンクリートを使用する場合の定着長さは特記による。特記が無い場合はＦｃ≦36Ｎ／ｍ㎡の軽量コンクリートと

　　　　　　ＳＤ490以外の異形鉄筋を対称として、上記の数値に5ｄ以上加算した定着長さとし、工事監理者の承認を得ること。
　　　　　　なお、鉄筋の下に300ｍｍ以上の軽量コンクリートを打ち込む部材の上端部の重ね継手はフック付きとする。

25d 30d 35d 40ｄ

24

27

40ｄ

30d

壁 の 場 合床 版 の 場 合

５ ． 地 中 梁

１ ５ ｄ

外 端 部

（ 継 手 範 囲 ） １ ５ ｄ
＊

内 端 部

＊

（ １ ） 独 立 基 礎 ， 杭 基 礎 の 場 合 （ 定 着 ， 継 手 ） 継 手 範 囲継 手 範 囲継 手 範 囲継 手 範 囲

Ｌ １

ｌ o

Ｌ ２Ｌ
２

内 端 部

＊

Ｌ
２

（ ２ ） 布 基 礎 ， べ た 基 礎 の 場 合

外 端 部

＊

Ｌ １

２ ０ ｄ２ ０ ｄ

１ ５ ｄ １ ５ ｄ

（ 定 着 ， 継 手 ）

ｌ o
ｌ o ／ ２ｌ o ／ ４

Ｌ
２

Ｌ ２

Ｌ ２

下 端 筋 継 手 範 囲 上 端 筋 継 手 範 囲

＊ 上 端 主 筋 の 定 着 は ， や む を 得 な い 場 合 ， 上 向 き 可 能 ．

上 端 筋 継 手 位 置 範 囲

Ｌ ａ

Ｌ ａ

Ｄ Ｄ

Ｌ ２

ｌ o ／ ４

Ｌ ２Ｌ ２

Ｌ ａ

Ｌ ａ か つ 0 . 8 Ｄ 以 上

Ｌ ａ か つ 0 . 8 Ｄ 以 上

Ｌ ａ か つ 0 . 8 Ｄ 以 上

Ｌ ａ

Ｌ ａ か つ 0 . 8 Ｄ 以 上

ｌ o ／ 3 ｌ o ／ 3 ｌ o ／ 3

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

市立長井中学校部室新築工事

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図

主査等 担当者建築計画課長

横須賀市都市部建築計画課

一級建築士事務所　　　神奈川県知事登録　　第　　　　号

管理建築士　一級建築士登録　第　　　　　　号
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（

縮　尺

Ｓ

鉄 骨 構 造 標 準 図

（ ） 材 料 及 び 検 査

鉄 骨 構 造 標 準 図

一 般 事 項

（ ） 工 作 一 般
（a）鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（b）鋼管部材の分岐継手部の相貴切断は、鋼管自動切断機による

（c）高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。

（a）構造設計仕様による

（b）適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０mm以下のものとする

（c）社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、制度及びその他の結果を添付する

（ ） 高 力 ボ ル ト 接 合

（a）本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの合併はしてならない

（ ） 溶 接 接 合

（a）溶接技能者

技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

溶接技能者は施工する溶接に適応するＪＩＳ　Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ　Ｚ３８４１（半自動溶接）の溶接

ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

（b）溶接機器

（イ）交流アーク溶接機　３００Ａ－５００Ａ

（ロ）アークエアーガウジング機（直流）

（ハ）サブマージアーク溶接機一式

（二）炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ホ）溶接電流を測定する電流機

（ヘ）溶接棒乾燥器

（c）溶接方法

アーク手溶接（ＭＣ）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）

（d）溶接姿勢

下向 Ｆ 立向 Ｖ 横向 Ｈ 上向　Ｏ

（e）組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（イ）仮付位置

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

仮付不良 仮付不良 良良

（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

裏はつり側にする。

仮付溶接

開先面

（f)溶接施工

（イ）エンドタブ

Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

　　エンドタブを取り付ける

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５mm以上

　　ＮＧＣ、ＧＣ：４０mm以上とし特記のない場合は、

　　溶接終了後、母材より１０mm程度残して切断して、

　　グラインダー仕上げとする

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

　　又は工事監理者の承認を得る

（ロ）裏あて金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６mm、半自動溶接で９mm以上とする

（ハ）スカラカップ半径は３０～３５mmと、１０mmのダブルアールとする

t

35mm以上
かつ２t以上

但し梁成がＤ＝150mm未満の場合の

スカラップはr=20mmとする

rスカラップ
r=30～35mm

r10

r35

（ニ）ノンスカラップ工法

裏当て金

G

θ

Ｇ：ルートギャップ

θ：開先角度

（ホ）裏はつり

し、部材に確認マークをつける

基準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行

（ヘ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部をいため

ない様に、養生を行う

溶 接 規 準 図
（単位ｍｍ）

（

1

t1S S

S

t2

t≦16mm

S

t

6 7

7以下 8～10 11～13 14～16

1210

●但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

●ｔはｔ１、ｔ２の小さい方とする

　余盛は（１+0.1Ｓ）mm以下とする

●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

　とする事が望ましい

（ ） 部 分 溶 け 込 み 溶 接（使用箇所に注意）

2

t1

S S

θ＝60° θ＝60°

D1 D1

G=0

溶接姿勢

t

F.V

t>16mm

R≦2 t/4≦S≦10mm

t≦t1

t

●両側に補強隅肉溶接を付加する

（ ） 完 全 溶 け 込 み 溶 接（平継手、Ｔ形継手）

3

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

●両側に補強隅肉溶接を付加する AAG

溶接姿勢

t

F.V

f=t/4

6<t<19mm

4

θ＝45°

t

f

f

R≦2

t

f

R≦2

θ

G

t1
L

25mm以上

●補強隅肉溶接を付加する

溶接姿勢

CGMC NGC

f=t/4

θtmm

6≦t＜12

12≦t＜16

16≦t

Ｇ Lt1 θ Ｇ Lt1

45°

35°

35°

6 5

9 8

9 8

6

9

9

45°

35°

6 5

8

9 8

6

9

9

45°6

f
5

θ=45°（55°）

●ＡＡＧ（）内はＧＣでＦ.Ｈの場合

●両面に補強隅肉溶接を付加する

θ=60°G=0～2

f

t
2/3t

1/3t
R≦2

T形突合せ継手余盛 f=t/4

余盛の高さmmのど厚tmm

t≦4

4<t≦12

12<t≦19

t>19

1

2

3

4

F.V

溶接姿勢

t t≧19

F.V

6

G=0～2

●両面に補強隅肉溶接を付加する

t

f

R≦2

f≧0.5mm(ただし、t≧15mm

のとき4mmとする）

G=0～2

t
t1

a

θ=45°

a>4mmの場合

（平継手で板厚が異なるとき）

溶接姿勢

t

F.V

(裏はつり後溶接） (裏はつり後溶接）

6<t<19mm

1
5

7

f

R≦2

θ=45°

t

t1
G

LL
25mm以上

f=t/4

溶接姿勢

tmm

CGMC NGC

F.V

6<t＜12

12≦t≦19

t>19

θ G t1 L θ G t1 L

45°

35°

35°

6 6 5

9 9 5

9 9 8

45°

35°

6 6 5

9 5

9 9 8

45° 6

（

8

φ θK形の場合

B

S

t

●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする
●9mm～16mmは１パス以上、19mm以上は２パス以上とする
　溶接棒角度θは30°～40°とする

プレート

寸法（mm)

φ Ｓ

9

13

16

19

22

25

7

8

9

4

4.5

5

6

7

8

10

11

12

Ｂ

S.SRC用

●ガセットＰＬ等でt=16を超える場合は
部分溶け込み溶接とする。

継 手 規 準 図 、 そ の 他

ブラケット厚

（ｍｍ）

６ １２ １６ １９ ２２９

継　手　板 ６ ９ １２ １６ １６

　　ｐ　　　 ７０ ８０ ８０ ８０ ８０

　　ｅ１ ５０ ６０ ６０ ６０ ６０

　　ｅ２ ４０ ６０ ６０ ６０ ６０

　　ｅ３ １００ １２０ １２０ １２０ １２０１２０

５０

６０

８０

６

Ｍ１６高力ボルト Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０

1
0

1
0 7
0

7
0 p

ブラケット

r

r

継手板

p
e
3

p

10080

継手板

p
p

e
3

p

3
3

表　ブラケット・継手板標準寸法

ブラケット

e
2

e
2

e
2

e
2

裏当金ＦＢ－６．０Ｘ２５
Ｇ≧６

裏当金ＦＢ－４．５Ｘ２５

θ

t

Ｒ

Ｇ

高力ボルト

裏当金

溶接後　グラインダ－仕上
Ｒ＝２
θ≧４５°

120
4080

ｅ１

ｐ
ｅ２

5
0

5
0

40

1
0 ｒ

40
40

7
0
7
0

10050
150

5050
50

ｅ２

ｅ１

ｐ

ｐ

1
0

7
0
7
0

5050
50

10050
150

ｅ１

ｐ

ｅ２

ｐ

ｐ

1
0

7
0
7
0ｅ１

ｐ

ｐ

1
0

5050

ｅ２

ｐ

10050
150

50

ｐ

柱　ロ－２００ｘ２００以下 柱　ロ－２５０ｘ２５０以上　

ロ－300x300以下 柱　ロ－350x350以上　

ロ－400x400以下
柱　ロ－450x450以上　

Ｍ22 Ｍ22

（ウェブプレート

厚さ以上）

Ft1－Ft2

（ ｍ ｍ ）

（

[ 注 ]（1）引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

ボルト ピッチ（P）

穴径
（2）
（3）1） （2） （3）

（e）
呼び

最 小 縁 端 距 離

の標準 最小 標準

（ ） 柱 現 場 継 手

（2）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離
（3）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

Np
e

e

e e

1

10

小梁W.PL以上

リブプレート
Ft1

Ft1

Ft 2

Ft 2

Wt1 Wt2

ハンチ起点は避けた方がよい

フ ラ ン ジ 及 ウ エ ブ 厚 の 差 の あ る 場 合

Wt1－Wt2
ハンチ勾配は普通1:4程度であるが構造図による ≧1mmフィラプレート併用のこと

（ ） ハ ン チ 部 の 継 手

3市立長井中学校部室新築工事
主査等 担当者

1. 2. 3.

1

2

3

4

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長

1 ） 隅 肉 溶 接

2

3

4 ） フ レ ア ー 溶 接

1

2

3

） ボ ル ト ピ ッ チ （ P） ボルト穴径・最小縁端距離

M16

M20

M22

M24

18

22

24

26

40

50

55

60

28

34

38

44

26

28

30

22 40

40

40

45

40

50

55

60

60

60

60

70

（ J I S 規 格 品 と す る    J I S A 5 5 4 0 ～ 5 5 4 2    1 9 8 2 ）（ ） 鉄 筋 ブ レ ー ス

M12 M14 M16 M20M18 M22 M24

軸径ｄ 1

ねじの呼び（ｄ）

最 小

許 容 差 +0 ， -0 .5 ｍ ｍ
R

はしあき（最小）　　 e1（ 2 ）

切板製

平鋼製

へ り あ き
（ 最 小 ） （ 1 ）e2

板　　厚　　 t

へ り あ き
（ 最 小 ） （ 1 ）e2

板　　厚　　 t

ボ ル ト 端 か ら 取 付 ボ ル
ト 穴 心 の あ き （ 最 小 ） e3

10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

100 115 125 140 150 165 175

13 17 17 21.5 21.5 23.5 21.5

35 40 45 50 50 55 50

22 28 28 34 34 38 38

4.5 6 6 9 9 9 9

19 25 25 32.5 32.5 37.5 37.5

4.5 6 6 9 9 9 9

47 52 59 66 66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

（ ａ ） 羽 子 板 ボ ル ト

取 付 ボ ル ト 穴 径

最 大

溶接長さ（最小）

調整ねじの長さ 　  S

M12 M16 M20M16 M20 M22 M20

1 1 1 1 1 1 2

ねじの呼び

本 数

取付ボルト

（2） 種 類

ガセット

プレート

厚さ（ｇｔ）ｘ幅（Ｂ）ｍｍ 6x60 6x60 9x70 9x70 9x80 12x80 12x90

6 6 8 8 8 10 10

60 80 8061 97 100 112

注（1）e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい

　（2）羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

溶接サイズ（Ｓ）

溶接長さ（L)mm

4

JIS B 1186 2 種高力ボルト（F10T）

R

e3

e
2

S

d
1

長 さ

ｔ

d

e1

R

e3

e
2

S

d
1

長 さ

ｔ

d

e1

e1R

p

羽 子 板 ボ ル ト

7 7

ガセット厚ｇｔ

B

L

2S以上

S

柱、大ばり及び水平ブレ－スの取合い

A A

断面図 断面図

B B

PL PL

ア　Ｈ形柱 イ　鋼管柱

水 平 ブ レ － ス の 仕 口 部b)

（ ９ ） そ の 他 接 合 部 詳 細 図 等

Ａ－Ａ断面図 B-B断面図
（注）　柱、はり及びブレ－スのゲ－ジラインは原則として一致させる。

c) 横 補 剛 材 の 接 合

5
0

（小梁に取付く場合） （大梁に取付く場合）

5
0

横補剛材(V)

横補剛材(V)

L-65x65x6

角形鋼管Ａ．Ｂタイプ

セメント１：砂１の硬練りモルタルを平に塗り仕上げる
モルタルを後詰めにする場合は空隙の出来ないように充填する
アンカ－フレ－ムを使用する場合は設計図による

コンクリ－ト表面のレイタンス等を取り除いた後、調合（容積比）

a）　一般事項

Ａタイプ（全面塗り仕上げ工法） Ｂタイプ（後詰め工法）

余長はネジ山３以上 すべて二重ナットとするB.PL

まんじゅう

注．ＲＣ造柱が立上る場合のＨＯＯＰ筋、柱主筋は設計図による

うらあて金グラウト圧入

30-50

フック付きとする

A.BOLT

25以上

2
0
d以

上

25以上

径２００程度 ≧80 ≧80

b）　柱脚ピン

補強ＰＬ座金を兼ねる

ｔ

①

30 A.BOLT

B.PL(ﾍﾞ-ｽﾌﾟﾚ-ﾄ)

アンカ－ボルトの施工に誤差のある場合

ｔはＢ．ＰＬ厚と同厚以上かつ６㎜以上

柱 脚(10)

建築計画課長

横須賀市都市部建築計画課
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C-100x50x20x1.6@600

縮　尺

主査等 担当者
Ｓ

1,650 800 1,650 800 1,650 800 1,650 800 1,650 800 1,650 800

2,450 2,450 2,450 2,450 2,450 2,450

1,650 800 1,650 800 1,650 800 1,650 800 1,650 800 1,650 800

2,450 2,450 2,450 2,450 2,450 2,450

600 600 600 600 600

5
5
0

1,650 800

2,450

1,650 800

2,450

600 550

B
1

1-M12V1：水平ブレース　

1,650 800 1,650 800 1,650 800 1,650 800 1,650 800 1,650 800

2,450 2,450 2,450 2,450 2,450 2,450

800 1,650 800

2,450

1
,
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0
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1
,
8
0
0

3
,
6
0
0

階 伏図

小屋 伏図

基礎 1： 100

1： 100

1： 100

175

市立長井中学校部室新築工事

伏　図

4

+1階 伏図

F1 F1

1

175

1,250

900

1,200

175175 900 175175 900 175175 900 175175 900 175175 900 175175 900

1,250 1,200 1,250 1,200 1,250 1,200 1,250 1,200 1,250 1,200 1,2001,250

1,250 1,2001,2001,2501,2001,2501,2001,2501,2001,2501,2001,2501,2001,250

1,250 1,2001,2001,2501,2001,2501,2001,2501,2001,2501,2001,2501,2001,250

建築計画課長

F
1

F
1

F1

横須賀市都市部建築計画課

G1 G1 G1 G1 G1 G1
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G1
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S-7　伏図(詳細)参照

F
G
3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8
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